
令和７年度事業計画

事業の実施方針

関係機関・団体、農薬メーカー等と密接な連携を図りながら、農薬の安全・適正使

用の推進及び効率的な病害虫防除の推進をはじめ、新規登録・適用拡大農薬の普及性

の実証、農産物の安全性を確保するＧＡＰの推進などの各種事業に取り組むことによ

り、安全で商品性の高い農産物の安定供給と生産性の向上を図る。

事業の実施計画

１ 植物防疫啓発事業

病害虫防除に関わる関係法令を遵守し、農産物への農薬残留事故の回避及び農

薬による環境汚染の防止を図り、農薬の安全で適正な使用による安定した農業生

産及び生産環境を維持することを目的として、農薬管理指導士、防除業者、農薬

販売業者及びＪＡみやざき・関係団体の指導員等を対象にした各種研修会を開催

するなど啓発活動を実施する。

また、病害虫発生の多様化と難防除病害虫の増加に対応した効率的な防除と安

全な農薬使用を推進するため、発生予察情報を迅速で適切に提供するとともに、

最新の防除技術及び農薬安全使用などに関する資料を作成し、的確な広報活動に

努める。

主な実施項目

（１）農薬の安全・適正使用等の各種研修会の開催

① 農薬管理指導士更新研修（県内３カ所）

対象者：農薬管理指導士資格更新者

② 農薬管理指導士新規養成研修（１回）

対象者：農薬管理指導士資格試験受験者

③ 植物防疫研修会（１回）

対象者：宮崎県農業協同組合、宮崎県農業共済組合、

農薬メーカー、宮崎県農薬卸組合、宮崎県農薬小売商組合、

行政機関等の指導員

（２）病害虫発生予察情報等の配布



（３）農薬の安全・適正使用対策の資料作成・配布等

印 刷 物 等 配 布 先 等

病害虫発生予察情報 県内関係機関・団体
予報、特殊報、注意報、警報、 九州農政局
防除情報 正会員、賛助会員

農薬安全対策・適正使用啓発資料 県内関係機関・団体
農薬販売業者、防除業者等

農薬展示ほ成績書 支庁・振興局（普及センター）、
賛助会員、総合農試等

（４）宮崎県植物防疫協会ホームページを活用した情報提供

病害虫発生予察情報や病害虫・雑草防除等指導指針などをホームページに掲

載し、農薬の安全で適正な使用に必要な情報の提供に努める。

２ 農薬展示ほ設置事業

「宮崎県病害虫・雑草防除等指導指針」や地域の病害虫防除暦策定の基礎資料

とするため、新たに登録または適用拡大された農薬について、県と連携して展示

ほの設置に取り組み、防除効果、地域での適用性及び薬害の有無や作業性を確認

し、普及性の実証を行う。

（１）令和７年度農薬展示ほ設置計画 （ ）は令和６年度計画

区分 部 門 病害虫展示ほ数 除草剤展示ほ数 合 計
(生育調節剤含む)

水 稲 ２０（ １０） ２２（ ２７） ４２（ ３７）

大 豆 １（ ０） ０（ ０） １（ ０）

麦 ６（ ０） ０（ ０） ６（ ０）

茶 ２（ ０） ０（ ０） ２（ ０）

農薬 野 菜 ３５（ ４５） ０（ ０） ３５（ ４５）

花 き ５（ ７） ０（ ０） ５（ ７）

果 樹 １２（ １３） ３（ ０） １５（ １３）

飼料用イネ等 ０（ ３） ２（ ３） ２（ ６）

合 計 ８１（ ７８） ２７（ ３０） １０８（１０８）

※数字には前年度からの繰越分を含む。



（２）農薬展示ほ運営委員会の開催

申請のあった展示農薬等について必要性や設置場所等の審査を行う。

（３）農薬展示ほの成績及び設置に関する検討会の開催

① 農薬の展示ほ成績に係る検討会

② 農薬の展示ほ設置計画に係る検討会

（４）農薬展示ほ事故対策補てん事業

農薬展示ほ設置事業において、薬害等の事故が発生した場合に、展示ほ設

置農業者等に対して準備金を活用した損害の補てんを行う。

３ ＧＡＰ推進事業

残留農薬・農作業事故等の農業生産におけるリスクを農業者自らが把握・改善

し、持続可能な農業生産を行う取組として有効なＧＡＰを推進するため、県と連

携して農業者に対し指導・普及啓発を行う。また、令和７年度より運用される宮

崎県版ＧＡＰ「ＭＩＹＡＺＡＫＩ－ＧＡＰ」の円滑な運営のため、指導員・審査

員に必要な知識及び能力を得るための研修を開催する。

（１）農業者に対するＧＡＰ指導及び普及啓発

（２）「ＭＩＹＡＺＡＫＩ－ＧＡＰ」指導員・審査員の育成

（３）「ＭＩＹＡＺＡＫＩ－ＧＡＰ」認証制度運営

① 申請書類の受理・書類審査

② 現地審査員の派遣

③ 判定委員会の開催

④ 認証書の発行事務


